
 
 

ヒロシマ・ナガサキ 

                            千川中学校長 紅 床 直 也  
 
 
昨今の世界情勢に関する報道を見聞きしたり、Ｊアラートを使用しての情報伝達が現実の

こととなったりしている現在、世界で唯一の被爆国である日本の若い世代が、「ヒロシマ」「ナ
ガサキ」から学ぶことは、今まで以上に重要な意味を持ってきています。最近実施された大
学生への感動した本を問うアンケートの上位に、野坂昭如の「ホタルの墓」や井伏鱒二の「黒
い雨」が入っているのも、そうした状況を反映していると思います。 
 江東区夢の島には、「第五福竜丸展示館」があり、１９５４年の水爆実験で被爆したマグロ
延縄漁船を展示しています。毎年行われる「区民連合陸上大会」の競技場から至近であり、
都内巡りのチェックポイントの一つに選ばれることも多いので、訪れたことがある方もいる
と思います。水爆「ブラボー」は広島に落とされた原爆の１０００倍の破壊力。砕けた珊瑚
は放射能に汚染された「死の灰」となって、大自然を汚染しただけでなく、多大な人的被害
をもたらしました。 
 記憶に新しいところでは、２０１１年３月１１日の東日本大震災における福島第一原子力
発電所の事故があげられます。大地震による津波の被害も大きかったのですが、放射能汚染
から逃れるため、多くの方が県外に避難し、今でも自宅に戻れない方がいます。 
  折しも、今年度は、豊島区非核都市宣言３５周年の節目の年。区の事業として、区内公立中
学校８校から２名ずつ代表生徒を選び、８月６日の広島の平和記念式典に参列して学んでき
ました。もちろん、式典の参加だけではなく、被爆者の方から被爆体験証言を聞かせていた
だくなど、盛りだくさんの内容でした。 
 以下に本校から参加した生徒の文章を掲載します。我々誰もが願う恒久平和を実現させて
いくためには、若い世代をはじめ、大人も含めた日本人一人一人の自覚と行動にかかってい
ると考えます。その努力の一つ一つが、世界的な連帯に繋がることを希望します。 
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会場全体から沸き起こる拍手。それと同時に飛び立つ無数の鳩。僕の平和記念式典に参加して最も

印象に残ったのがこの瞬間だった。広島市の平和記念式典は毎年テレビで中継されたり、ニュースに

なったりしている。今までの僕はそれらを人ごとのように思って聞き流しているだけだったが、実際

に参加してみることで僕の価値観は大きく変わった。そしてもう一つ僕の価値観を変えてくれたきっ

かけがあった。それは広島市民の方との何気ない会話だった。「広島の人はみんなが原爆が投下され

た時間になると黙祷するの。絶対忘れないんだよ。」この言葉に僕は胸をつかれた。そして普段の生

活の中でも次第に「平和」について意識するようになっていた。こうして僕は「平和」について考え

るうちに、僕が思う一番大切なことを見つけられた。それは世界が「平和」を手に入れるためには平

和について関心のある人がない人に伝え続けるしかないということだ。そのために僕は広島で見たこ

と、感じたことを伝え続ける。                   ３年 ＊＊＊＊ 

 

私は、この派遣事業を通して、戦争を再び起こすこと、核兵器を再び使用することは、決してあっ

てはならないと強く感じました。私たちにとっての当たり前の日常は、家族と過ごしたり、友達と遊

んだり、勉強をしたり、食べたいものを食べられたり、家で眠ったりすることができます。このよう

に暮らすことは、当たり前に存在し、私たちにとって当然のことだと、広島へ行くまではそう思って

いました。しかし、広島で「語り部」と呼ばれる、実際に被爆体験をされた方の体験談を聞いたこと

や、平和記念資料館で原爆が投下された当時の多くの写真や資料を見たこと、爆心地近くにある原爆

ドームを眼前にしたことなど、さまざまなことを通して私たちの「当たり前の日常」は当たり前でな

いことがわかりました。 そして、この日常が当たり前だと思えるのは、今が「平和」だからだと思

います。だからこそ、当たり前の日常を過ごせるように、平和を守っていくべきだと感じました。 

３年 ＊＊＊＊ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各学年の課題と留意点 

＜１年男子・３年男子＞ 「５０ｍ走」が低い傾向にあります。走るフォームを改善させるとともに、全
力で走る運動を多く取り入れましょう。 

＜２年男子・３年女子＞ 「２０ｍシャトルラン」が低い傾向にあります。なわとび、長距離走など長時
間ねばり強く続けていく運動を取り入れましょう。 

＜１年女子＞      「反復横とび」が低い傾向にあります。ラダーやミニハードルなどを使って、
すばやい反応や動きが必要な運動を取り入れましょう。 

＜２年女子＞      「立ち幅とび」が低い傾向にあります。脚筋の瞬発力をつけさせるとともに、
体全体を使ったフォームで跳ぶことを意識しましょう。 

 
 
 生徒の活躍 

９月１８日（月）江東区夢の島陸上競技場において、第６５回豊島区中学校陸上競技大会が開催されま

した。台風一過の秋晴れの中、日頃の練習の成果を競い合いました。 

＜表彰者＞ 

女子中学２年１００ｍＨ     第１位 ＊＊＊＊（２年）18″79 

女子中学１・２年走高跳        第１位  ＊＊＊＊（２年）1ｍ39 

女子中学３年砲丸投       第１位  ＊＊＊＊（３年）8m18  

男子中学２年４×１００ｍリレー 第２位 ＊＊＊＊、＊＊＊＊、＊＊＊＊、＊＊＊＊（２年）48″85 

 男子中学１・２年砲丸投     第２位  ＊＊＊＊（２年）9ｍ81 

  男子中学１・２年走幅跳     第３位 ＊＊＊＊（２年）5ｍ06 

  男子中学１・２年砲丸投     第３位  ＊＊＊＊（２年）9ｍ22 

＜入賞者＞  

 女子中学３年走幅跳       第４位 ＊＊＊＊（３年）3ｍ79 

男子中学２年１５００ｍ     第５位 ＊＊＊＊（２年）4′49″90 

女子中学３年８００ｍ      第５位 ＊＊＊＊（３年）3′03″72 

女子中学３年１００ｍＨ         第５位  ＊＊＊＊（３年）19″75 

女子中学１・２年走幅跳     第５位 ＊＊＊＊（２年）3ｍ53 

女子中学３年砲丸投       第５位  ＊＊＊＊（３年）7m39  

女子中学３年８００ｍ      第６位 ＊＊＊＊（３年）3′35″23 

女子中学共通１５００ｍ     第６位 ＊＊＊＊（３年）6′33″53 

女子中学２年４×１００ｍリレー  第６位  ＊＊＊＊、＊＊＊＊、＊＊＊＊、＊＊＊＊（２年）1′00″89 

女子中学１・２年走高跳        第６位  ＊＊＊＊（２年）1ｍ10 

 男子中学２年１００ｍ       第７位 ＊＊＊＊（２年）12″46 

 男子中学１・２年走高跳        第７位  ＊＊＊＊（２年）1ｍ40 

男子中学１年４×１００ｍリレー 第８位 ＊＊＊＊、＊＊＊＊、＊＊＊＊、＊＊＊＊（１年）55″90 

男子中学３年走幅跳        第８位  ＊＊＊＊（３年）5ｍ15 

男子中学３年砲丸投       第８位 ＊＊＊＊（３年）7ｍ72 

 女子中学２年１００ｍ       第８位  ＊＊＊＊（２年）14″75 

女子中学３年１００ｍＨ         第８位  ＊＊＊＊（３年）21″37 

女子中学共通４×１００ｍリレー  第８位  ＊＊＊＊、＊＊＊＊、＊＊＊＊、＊＊＊＊（３年）59″76 

女子中学１・２年砲丸投        第８位  ＊＊＊＊（２年）6ｍ85 

                                      ＊総合：女子６位 

 

 
○野球部  豊島区中学校秋季大会  第３位  優秀選手賞   ＊＊＊＊（２年） 

○書道部  高円宮杯日本武道館書写書道大展覧会 

      ＜硬筆の部＞大会奨励賞：＊＊＊＊（１年）・＊＊＊＊（１年）、 

特選：＊＊＊＊（２年）金賞：＊＊＊＊＊（２年）、銀賞：＊＊＊＊（２年） 

      ＜毛筆の部＞大会奨励賞：＊＊＊＊（２年）特選；＊＊＊＊（２年）金賞：＊＊＊＊（２年） 

 


